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                             8バンドの説明が目的のメモ 

Ｉ．イントロ 

 ２（ｏｒ３）次元分光分類 （Morgan,Keenan 1973 Ann Rev Astr Ap 11, 29） Ｔｅ， Ｌ， Ｚ 

 ――＞ 測光分類は可能か？ Golay 1974 Introduction to Astronomical Photometry  

 M型超巨星の測光分類    

  Helt,Gyldenkerne 1975 狭帯域測光 ２次元分類 

  Wawrukiewicz 1971, Sharples, Wawrukiewicz 1974  TiO, CN 指数.  

 TiO指数に CN混入――＞ 分類が不明瞭 

  ――＞ この論文では、TiO, CN 指数の見直し 

  Teと L が再現されることを示す。 

 表３には分光分類された１２８超巨星の指数が載せられている。 

ＩＩ．８-カラーシステム（Ｗｉｎｇ １９７１） 

Ａ）一般的性質 

 Ｇ，Ｋ，Ｍ，Ｃ星でブランケッティングフリーなカラー指数と TiO,VO,CN強度を得るよう設計されている。 

 

 

 フィルターはλ=０．９μｍの強い大気吸収を避けて１－４と５－８の２グループに分かれる。 

 観測＝＝＞Ｖｅｇａモデルに基づくフラックスに直す。ゼロ点はベガのＦ（１．０４μ）である。 

 吸収深さは黒体でフィットした連続光から測る。星間吸収の影響は最小限。 

Ｂ）Ｍ超巨星への応用 

 Ｍ超巨星はＴｉＯ（Ｔｅ表現）と同時にＣＮ（Ｌ表現）バンドも強い。 

 ――＞ Sharples 1956, 1966 1は 200 A/ｍｍ スペクトルによる２次元分類に使用 

  一方、相互に重なり合うのでバンド強度の解釈が困難 

  λ<1μｍ には 50A フィルター測光できれいな連続光観測ができる場所がない。 

 フィルター１，２におけるＣＮの影響をＣＮはあるがＴｉＯはない、Ｇ，早期Ｋ巨星、超巨星で見積もる： 

 ＣＮ（フィルター１）＝０．５５＊（Ｄ４＋Ｄ８）／２ ｍａｇ 

 ＣＮ（フィルター２）＝０．２０＊（Ｄ４＋Ｄ８）／２ ｍａｇ 

 



 

III. 観測 

２次元分類が公表されているＭ型超巨星（Humphreys 1970, Humphreys,Strecker,Ney 1972）128星 

 

 

Lowell, CTIO  1969, 1976  --> 490 星 

 

 

IV. スペクトル分類 

a) スペクトルタイプについて 

公表されている M型超巨星の分類は矛盾が多く、 TiO 指数の較正には適当でない。 

Boyce, Olsen, Helt 1967 は 0.71μm の TiO バンドは巨星の MK 分類とよく合っている事を 

示した。しかし、超巨星については不明であった。しかし、Wawrukiewicz 1971 の同じ TiO  

バンド光電測光の結果は光度効果が大きい事を示した。 

Wing はクラス III K2 – M8 ７５星の 8 バンド TiO 指数の較正を行っている。表４にその 

結果を示す。 TiO バンドは K4.0 までは容易に測れる。M6 より先は VO の影響がある。 

図１ Ｉａｂ星 ＣＥ Tau 

 フィルタ２，６ 

――＞ 黒体フィット 

 ダッシュ両端の１，２はＣＮ 

 補正済み。 

 バンド指数は以下で定義 

ＣＮ=(Ｄ４＋Ｄ８）/ 2  

TiO = D1 

θ＝5040/T (赤化補正なし) 



 

表４．TiO 指数とスペクトル型 

 

 

図２．超巨星の MK 分類と 8バンドカラー分類との比較。 TiO 指数の較正は光度クラス III  

 の巨星分類に準拠する。 

 

図２を見ると光度クラス III による TiO 0.71μｍ（0,0）バンド分類を超巨星に適用可能で 

あることが判る。ただし、これは我々の指数に CN バンドの補正を施した後である。 

 

図３には 121 超巨星全部に対する MK スペクトルタイプと TiO 指数によるタイプを対比した。 

Keenan 標準星（図２）より分散が大きいが、系統的なエラーは生じていない。 



 

図３．MK 温度タイプを 8 バンド温度タイプと対比。 

 

c) 光度クラスの較正 

 CN バンドを光度指数に使う場合、MK 分類が短波長でのライン強度比に基づいて分類する 

 のに対し、それを使っていない事を注意する。 Keenan 1963 は CN バンドが G から  

  早期 K 型で良い光度指数になるが組成効果があると注意した。White 1971, 1972 は M型 

超巨星の赤外 CN 強度が光度クラスに強く依存することを見出した。これは超巨星が種族 I  

に属し組成の変化が小さい事も寄与しているだろう。 

 



 

図４． M 超巨星サブクラスと CN 指数の範囲。数字はサンプル数。 

 

この CN 指数は Sharples, Wawrukiewicz 1973 の CN 指数がギリギリで分類しているのに 

較べると、うまく働く。バンド巾が狭く TiO の汚染が小さい。 

 

  

 表６．CN 指数による分類。 

 



 

図６．公表された光度クラス毎の CN 指数の分布。 

 

Ｖ．結論 

TiO, CN 近赤外バンドから M型超巨星の二次元スペクトル分類を行った。分類精度が MK 法 

と同程度である事が示された。 

温度クラスに関してはどちらの方法も TiO 強度を使っているので測光法は NK システムに 

のっとっていると言える。しかし、光度クラスの方は我々の測光法、 CN 強度、はライン比 

に頼る MK 法とは異なっており、一致する先験的な理由はない。しかし、両者の一致は良い。 

この測光法で M 超巨星を再分類した結果は以前の分類より一様性が増した。 

この分類法は銀河系構造の研究に際し、光度、固有カラーの推定に使える。 

 

 


